



























































































































す。ころころの森のイベントに積極的に来てくれるパパは子育てに関心がある方が多いと改めて感じまし 。でも企画したら参加したいと思っているパパも居たので、ころころの森 企画があるとい なあと思いました。
	
( 終り
)
8地域と子ども学●第2号
土曜日はパパの来館がめだち、多い時は
32人という
日もあった。
ママがお掃除をしている間とか、美容院に行くため
とか理由はいろいろだけど、家庭の平和のためにパパは協力している。
子どもにとってもママとひと味違うおもしろいこ
と、乱暴なことを許すパパと遊べることは大事である。
ダンボールのすべり台は子どもたちが大好きな遊具
の一つである。白梅学園の花原先生の指導で七月に七人のパパが集合して、新しいすべり台作りに挑戦してくれて出来上がる。
図面をみながら真剣に、丁寧に一生懸命ダンボール
をカッターで切る。ダンボールをつなぎ合わせるときは声 かけあい手を貸し合って協力し がら完成。「力を合わせるってすごい」達成感と笑顔の交流はパパ達ならではの個性がみられた。
毎日多くの子どもたちがそのすべり台で遊んでい
る。すべり台にはパパたちのサイン 印され いる。
「パパとなし狩りに行こう」の企画は多摩湖町の浅
見園に行った。
55人の大勢になり、パパやママ、おじ
いちゃん、おばあちゃんの参加で、とてもにぎやかになった。
近くに住んでいてもなかなか行くことができないと
いうこともあって梨狩りは喜こばれた。
多摩湖町イラストマップを配ったので、家族でおい
しいうどん屋に行ったり、北山公園に行ってみたりなど、解散後もおのおの楽しい時間になったようだ。研修・研究・各種セミナー
子育てしやすいまちづくりというものを検討し、子
育て支援関係者や子育てに関心のある利用者等を対象として、子育て支援者向け研修や子育て支援ボランティア 成等の各種講座を行い、子育てしやすいまちづくりを支える人材の育成のために次のことをしてきた。
(１)「子育て支援サポーター養成講座」の初級編を６～
７月に３回開催。白梅学園の佐久間先生・福丸先生・小松先生が講師。多方面から延べ
96人の参加があり関
心は高かった。
(２)「おもちゃボランティア立ち上げ講座」を９月に
11
名の参加で開催。白梅保育園の大山園長先生を講師にお願いして、ころころの森の手作りおもちゃ 制作やメンテナンスの協力してくれる方の人材育成。活動に結びついた。
(３)ころころの森開所一周年記念事業。汐見センター長
監修で
10月に３回「子育て支援者スキルアップ研修
地域と子ども学●第2号9
会」を開催。市内の子育て支援に実際に関わっている方が延べ
97人参加した。汐見和恵先生・小松先生・永
田先生の講師の話をきいて明日への希望、課題をみつけること できた。
(４)「世代間交流コーディネーター養成講座」が
11月～
12月に５回開催。子育て関係者だけでなく、障害者施
設や学校の職員、地域のボランティア活動をされている方、福祉協力員、学 など「世代交流」という言葉にふさわしく多方面から
48名の参加があった。
この講座をきっかけに東村山での世代間交流がより
一層広がり根がはって、地域の人々全体の支えあいができていけることを、ころころの森もめざしていきたい。
